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Azithromycinの 臨 床 的 検 討

和田光一 ・荒川正昭

新潟大学医学部第二内科*

新 しいアザ ライ ド系抗生物質azithromycinを 急性咽頭炎2例,急 性咽喉頭炎1例 ,急 性気管支

炎2例 ・マ イコプラズマ肺炎1例,慢 性気管支炎2例 の計8例 の感染症 に使用 した。本剤 の臨床

効果は,8例 全例有効であ り,細 菌学的効果は消失3例,減 少1例,不 明4例 であった。本剤 に

よると思われる副作用,臨 床検査値の異常は認め られなかった。
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新 しい経口用 アザライ ド系抗生物質であるazithromy-

cin(AZM)1,2)を8例 の感染症 に使用 し,検 討 した。

対象例は,1992年5月 より1993年5月 までに新潟大学

医学部附属病院第二内科 を来訪 した症例で,治 験参加に

同意 の得 られた男性3例,女 性5例,年 齢 は20歳 から73

歳であった。対象疾患は,急 性咽頭炎2例,急 性咽喉頭

炎1例,急 性気管支炎2例,マ イコプラズマ肺炎1例,慢

性気管支炎2例 の計8例 であ った(Table1)。 起炎菌 は

Methicillin-sensitive Staphylococcus aureus(MSSA)1例,

Streptococcus pneumniaeとMoraxella catarrhalisと の 混合感

染1例,Neisseria meningitidis 1例,Haemophilus influen-

zm 1例 で あっ た。

AZMに よる効 果 の判 定 は,解 熱,咳 嗽,喀 痰 の消 失,

減 少 な どの臨床 症状 とCRPな どの炎症指 標 を検討 し,臨

床効 果の判定 を行 った。起 炎菌 の明 らかな症例 では起炎

菌 の消退 よ り,細 菌学 的効果 も行 った。安全性 の評価 は,

Table 1. Clinical results of azithromycin treatment

*Before/after treatment DM: diabetes mellitus NF: normal flora

MSSA: methicillin sensitive S. aureus
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Table 2. Laboratory findings before and after administration of azithromycin

B: before A: after NT: not tested

日本化学療法学会の基準 に準拠 して行った。

AZM使 用 による成績の概要はTable1に 示 した。臨床

効果 は,有 効8例(全 例)で あった。細菌学的効果は,消

失3例,減 少1例,不 明4例 であった。症例5のMSSAは

減少にとどまった。その他の起炎菌は,本 剤使用後消失

した。本剤は肝機能障害,消 化器症状 などの副作用が発

生する可能性があるが,今 回の検討では副作用,臨 床検

査値の異常は認め られなかった(Table2)。

以上 のごと く,AZMを8例 の感染症 に使用 し,有 効

性 と安全性 を検討 したが,良 好 な臨床成績が得 られた。

本剤 はH.influenzaeに 対 し,従 来のマクロライ ド系抗生

物質に比べ良好 な抗菌力を有 してお り1,2),安全性 にも優

れている。半減期が70～80時 間のため,1日1回3日 の

みの内服で治療が可能であ り,呼 吸器感染症に対 して有

用な薬剤であると考えられる。
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Clinical study of azithromycin

Koichi Wada and Masaaki Arakawa
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A new azalide antibiotic, azithromycin, was administered to 8 patients with infection , including 2 with
acute pharyngitis, 1 with acute pharyngolaryngitis, 2 with acute bronchitis ,1 with mycoplasma pneum-
onia and 2 with chronic bronchitis. The result was evaluated as good in all 8 patients , while the
bacteriological effect was eradicated in 3 patients "decreased" in 1 and "unknown" in 4. No adverse
reactions or abnormal laboratory findings thought to be due to the administered drug was observed .


